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 ところで 4 年に一度，しかも夏のオリンピックが開催される年に，著者の卒業した中学校の同窓会
がある。閉会近くなると必ず「みんなで校歌をうたいましょうよ」と提案される。 
 
１ 連なる嶺に 春霞 棚引く里は 照り映えて 
  常盤の松の 暎ゆる時 雄々しく誇る 
学び舎に 世紀の華を 咲かせなむ 
いざ立て いざ立て 小代中学校 
２ 内倉山の もみじ葉に あかねの夕日  




栄えゆく日本の礎と 文化の扉 開かなむ  
いざ立て いざ立て 小代中学校 
３ 熱田の里に 湧き出でて 流れたゆまぬ 
  矢田川の 盡きせぬ理想の 水汲みて 
  知性を磨き 身を鍛え 平和の道を 歩まなむ 

























































 西宮市は 1925（大正 14）年に市制を施行し，現在は兵庫県内 3 位の人口約 49 万人（平成 28 年 10
月 1 日現在）を擁する中核市である。面積 100 平方キロ。地理的位置は兵庫県の南東部，大阪湾に臨









 ・山地 68.84 ㎢（市域の 71.3％） ・平地 27.40 ㎢（市域の 28.4％） ・池沼 3.35 ㎢（市域の 0.3％） 
 また，山地も，その中に台地・丘陵がかなりの面積を占めているので，著しい高度は示さず，最高









等高線 20m 以下の平地をさし，台地・丘陵地区は平野地区に接し，山岳地区のすそを取り囲む 70m
前後までの平坦地または緩やかな傾斜地であり，部分的にはそうした緩やかな傾斜地が 70～100m の
高さにまで達するところがある。 




















山 地 河 川 平 野 海 洋  気 候 動植物 太陽 









 [校数] 21 校（西宮浜・浜脇・香櫨園・夙川・苦楽園・大社・広田・平木・高木・深津・瓦林・上
甲子園・用海・甲子園浜・高須東・高須南・高須西・鳴尾東・小松・北六甲台・東山台の各小学校） 





















表２ 六甲山に係る校歌詞の例               （順不同） 
歌番 六甲山を含む校歌詞 学校名 歌番 六甲山を含む校歌詞 学校名 
１番 六甲の峰は たおやかに 西宮浜小 ２番 六甲連峰の 雄々しさを 高須西小 
１番  六甲の 山なみ四季に 色はえて 小松小 ２番 六甲の 山なみはるか 仰ぎみて 北六甲台小
３番 緑なす六甲の山に美しき共生の丘 東山台小 １番 六甲の 山の姿を 仰ぎ見よ 高木小 
 
（２）甲山（389ｍ） 






















表３ 甲山に係る校歌詞の例               （順不同） 
歌番 甲山を含む校歌詞 学校名 歌番 甲山を含む校歌詞 学校名 
１番 甲山 まるくあかるく ちちははの 
顔にかさなり 
段上小 ３番 山はかぶとの かぶとの山は  
星と雲との かなたを語る 
上ヶ原小 
１番 甲の山が よびかける よびかける 甲陽園小    
 
（３）丸山（378ｍ） 
［校数］ 1 校（山口小学校） 
【校歌詞】 いつも見あげる 丸山が 長い歴史を 知っている… 




































 ［校数］ 16 校（甲東・瓦林・段上・樋ノ口・高木・上甲子園・鳴尾・甲子園浜・高須東・高須南・
高須西・鳴尾東・鳴尾北・小松・名塩・生瀬の各小学校） 






表４ 武庫川に係る校歌詩の例               （順不同） 
歌番 武庫川を含む歌詞 学校名 歌番 武庫川を含む歌詞 学校名 
１番 武庫の川辺の 狭霧は晴れて 甲東小 ２番 武庫川の  つきぬ流れの 歌をきけ 高木小 
２番 武庫の川 たえず流れて 海に入り 
世界をつなぐ 
段上小 １番 武庫の川面のせせらぎに 心洗われ 
ここに立つ 
樋ノ口小
３番 武庫の流れの 永久に変わらぬ色に 鳴尾小 ２番 流れ絶えせぬ 武庫川に 小松小 
１番 鮎子狭走る 武庫の川瀬 名塩小 １番 武庫川の 早瀬におどる 若あゆの 生瀬小 
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 [校数] 1校 （神原小学校） 





































































































定されてから 40 年余の歳を重ねている。1 番の歌詞は次のとおりである。 
 
友だちたがいに 名をよんで 集まる楽しい 学校よ 
 いつも見あげる 丸山が 長い歴史を 知っている 
 かがやく歴史を 知っている   

















表４ 「忍者にちょうせん」単元構成図 (平成23年) 
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